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研 究 の 全 体 構 想

1主 題設定 の理 由

研究主題

望ま しい集 団活動を通 して 自分たちの学級生活や学校生活 を

楽 しむ子 ど もを育て る指導法の工夫

現在 、子 ど もた ちを取 り巻 く環境 は大 き く変化 して いる。 国際化 、情報化 、科学技 術 の

進 展が 進む一方 で、子 どもたちが 人 とかかわ り合 った り、 さま ざまな体験 をした りす る機

会 は著 しく減 少 して いる。 また 、価 値観 が多様化 し、 自己 中心 的 な考 え方 が広が る中で 、

他 人 の考え を受 け入 れなが ら、協 力 して一つ の ことをや り遂 げ る経験 をす るの は困難な 状

況 で ある と言 え る。特 別活動 は 、児童が 所属す るさまざまな集 団の中で 、なす ことによっ

て 学ぶ活 動 を通 して 、集団 の一員 と して の 自覚 を深め 、協力 して よ りよい生活 を築 こう と

す る 自主的 、実践的 な態度 を身 に付 ける ことをね らい として い る。家族 、学校 、地域 を始

め と した社会 の 中で の個 の生き方 が問 われて い る今、特別 活 動 の教育的意 義 は大 変重要 に

な って くる。

本 部会 で は今年 度、 目標 に近 づ くた め に、 自分 たち の生活 を 「楽 しむ 」 こ とが でき る児

童 を育 て る ことに焦点 を当て た。ここで 言 う 「楽 しむ 」とは 、児 童が 「希 望や 願 いを もち、

友 達 とか かわ りな が ら生き 生 き と活動 す る」 「活動 の中で の喜 びや つ まず きな どの過程 も

含 めて充 実感 を味わ い、楽 しか った、またや ろう とい う次へ の意欲 を もつ」姿 とと らえた 。

そ して これ らの経験 をよ り多 く積 み重ね る ことが 、よ りよ い生活 を自分 た ちの手で つ くろ

うとす る自主 的、実践 的な態度 を育 て る と考 えた。

《 自 分 たち の 生 活 を 楽 しむ 子 ども 》

自分 を発揮す る楽 しさ 集団の一員 としての楽 しさ 自分たちで活動する楽 しさ

その考 えは

お もしろいね

ぼ くは これ を

や りた いな

み んな といっ しょ

だ と楽 しいね

濡

どう した ら

うまく

い くのかな

こん どは

こっいっのを

や りたいね
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2児 童 の 実態か ら

研 究 の方向性 を決 め る にあた り、児 童 が学級 活動 や児童 会活 動 にっ いて どん な意識 を もっ

て いるか 、楽 しさを どのよ うに受 け とめ て いるか につ いて研 究 員 の所属 校 にお いて実態 調査

を行 った。

1学 級活 動 ・代表 委員 会の活 動 の中 で楽 しいと思 うの は何 を して いる と きです か?

低学年 中学年 高学年 代表委員会

その他 その他 その他 集会活動

23名 68名

自主的

活動

34%仕 事 ・

準 備活動

0名31%78名

2学 級活動 ・代表委員会の活動の中でみんながいてよか ったと思 うのはどんなときですか。

低学年 中学年 高学年 代表委員
○意見がいっぱい出てどう ○自分の意見 に賛成 してく ○話合いをしているとき

○集会をしているとき するかが決まるとき れたとき ○集会をしているとき
○話が進んだとき○どうするか決ま

ったとき ○ 自分が考えているときに ○学級会でいろいろな意見
が出たとき

○分担 した仕事をしている
とき

○助けてもらったとき 友達が意見を言 ってくれ ○準備を協力してできたと ○工夫した自主的な活動を
たとき き しているとき

○学級会をするとき ○係の仕事をするとき ○いろいろなことをや り遂
○集会をしているとき げたとき

3学 級活動 ・代表委員会の活動の中でわ くわくした りうれ しか った りやる気が出た りすると

きはどんな ときですか?

低学年 中学年 高学年 代表委員

○話し合って どうするかが
○やる集会の議題が決まっ

たとき

○や りたい議題や好きな議

題が出たとき

○自分の意見が採用された
とき

決まったとき ○自分の意見が通ったとき ○自分の意見がもてていっ ○自分の意見が言えたとき
○賛成意見を言って くれる ぱい言えたとき ○自分の意見に友達が賛成

○決まりそうなとき とき ○自分の意見にみんなが賛 してくれたとき

○自分の意見を言ったとき
○司会をやるとき

○話合いが進むとき
成 してくれたとき

○意見がまとまってやるこ

○自分の分担、仕事内容が

決まったとき
とが決まったとき

1に つ いて は 、低学 年 ほ ど話合 い活 動 に楽 しさ を感 じて い る ことが分 か る。好 奇心 旺盛 で活

動 へ の意欲 が 高 い児童 が、集 団 で話 し合 うと い う初 めての経 験 に生 き生 き と取 り組 んで いる様

子 が うかが え る。 また 、学年 が進 む につ れて 友達 との人間 関係 を意識 す る よ うにな り、それ が

話 合 い にお い て は 自分 の発言 に少 なか らず影 響 を与え て いる。集 会活 動 を書 いた 児童が 多 いの

は、み んな で活 動 して いる楽 しさを実感 す る場面 が多 いか らだ と考 え られ る。

2の 設問 か ら、児 童 は活 動 の 中で友 達 の存在 を十 分意 識 して いる ことがわ か る。 自分 の考 え

に賛 同 して も らった り、助 けて も らった り、集 団 の中で 自分 の思 い を言 えた り した ことに満 足

感 を もって い る。3の 設 問か ら児童 の 心 をゆ り動か す のは、 自分 の思 いが 言 えた とき、友 達 に

認め られ た と き、や る こ とが決 まった とき に大 き く分 け られ る。 この ことか ら、学級 活動 や代

表 委 員 会 の活 動 の 中 で は 「自分 」 「か かわ り」 「実 践 へ の意欲 」 を通 して児 童 は楽 しさを感 じ

て いる こ とが 分か る。

これ らの調 査結果 と教師 の 目か ら見た 児童 の実 態 、学年 の発達 段 階 を考 慮 し、各分科 会 のテ

ー マ と 目指 す児 童像 及び研 究仮 説 を設 定 した
。
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3研 究全体 構想図

研究主題

望 ま しい集 団活動を通 して 自分 たちの学級生活 や学校生活 を

楽 しむ子 ど もを育て る指 導法の工夫

特 別 活 動 の 目標

望 ま し い集 団活 動 を通 して 、 心 身 の 調 和 の とれ た 発 達 と

個 性 の 伸 長 を 図 る と と もに 、 集 団 の 一 員 と して の 自覚 を 深

め 、 協 力 して よ りよ い 生活 を 築 こ う とす る 自主 的 、 実 践 的

な態 度 を 育 て る。

分 科 会 研 究 主 題

低 学 年 分 科 会 中 学 年 分 科 会

自分 た ち で つ く り、 一 人 一 人 が 輝 く

学 級 活 動

互 いに力 を出 し合 い、進 んで実践 す る

学級活 動

目 指 す 児 童 像

● さ らに楽 しいク ラス にす るた めに、試

行錯 誤 しなが ら進 んで活 動す る子

●友 達 の ことも考 えなが ら、 自分 の思 い

や願 いを表現 する子

● 自分や 友達 のよ さを認 める ことが で きる

子

● 自分 の考 え をもち、積 極的 に活動す る子

仮 説

児 童 の気 付 き を大 切 に し、活 動 へ の意

欲 を 高 め る 工 夫 をす れ ば 、 学 級 活 動 を 自

分 た ち で つ く るよ う にな り、 一 人 一 人 が

輝 い て い くだ ろ う。

一 人 一 人 の 思 い や 願 い を学 級 全 体 に 生 か

し、 見 通 しや 振 り返 りの 手 だ て を工 夫 す れ

ば 、進 ん で 学 級 活 動 を実 践 す る 児 童 が 育 っ

で あ ろ う。

視 点 ・手 だ て

① 気 付 き を生 か す

た めの工夫

② 意欲 をもって取 り

組むた めの工夫

① お 互 い の 思 いや 願

い を 生 か し合 う場

の工 夫

② 見 通 しや ふ り返

りの場の工 夫

4



一

一

一児 童 の 実 態

・知 識 や 情 報 量 が 多 い。
・活 動 意 欲 が あ る 。
・好 奇 心 が 旺 盛 で あ る 。
・人 間 関 係 を う ま くっ

く る こ とが で き な い

児 童 が 増 え て い る 。

一 教 師 の願 い

・活 動 す る楽 し さ を

味 わ っ て ほ し い。
・自分 や 友 達 の よ い

と こ ろ に気 付 き 、

認 め 合 い 高 め 合 っ

て ほ しい 。
・異 学 年 の友 達 と も

協 力 して 活 動 して

ほ し い 。

一 社 会 の 背 景

・価 値 観 の 多 様 化

・核 家 族 化 、 少 子 化 現 象
・社 会 的 モ ラル の低 下

・家 庭 ・地 域 の 教 育 力 の 低

下
・体 験 を通 した 活 動 の 不 足

・国 際 化 、 情 報 化 の 進 展
・環 境 、 福 祉 問 題 へ の 関 心

の 高 ま り
・平 成14年 度 か らの 学 校

週5日 制 完 全 実 施

分 科 会 研 究 主 題

高 学 年 分 科 会i児 童 会 活 動 分 科 会

共 に活 動す る ことのよ さに気付 き、i学 校の一員 としての満足感 を もち、

主体 的に取 り組む学級活 動=主 体 的に取 り組 む児 童会活 動
■

目 指 す 児 童 像

● 自分か ら人 とかかわ りを もち、友 達

の願 いを受 けとめる子

● 目標 に向か って 、進 んで活動す る子

●学 校生活 に関心 をもち、よ り楽 しくし

よ うとす る子

● 同学年 だけでな く異学年 とも協 力 して

活 動す る子

仮 説

一 人 一 人 の よ さ を 集 団 の 中 で 生 か

し、 自分 た ち の 力 でや りと げ る場 の 工

夫 を す れ ば 、 共 に活 動 す る こ と の よ さ

に気 付 き 、 学 級 活 動 に 主体 的 に取 り組

む だ ろ う。

児 童 の思 いや願 い を全校 の活動 に生か

し、児童 会活動へ の関心 を高 めて いけば、

学校 の一員 としての満足感 を もち、主体

的 に取 り組 む児 童会 活 動 とな るで あ ろ

う。

視 点 ・手 だ て

① 一人 一人 のよ さ② 自分 た ち の 力 で

を生かす 工夫iや り遂 げ る場 の
1工 夫

① 関心 を 高② 思 いや 願③ 意欲的に実
める工夫 曽 葦 かi離 ため
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分科会主題

ll 低 学 年 分 科 会

自分た ち でつ く り、 一人 一人 が 輝 く学級 活 動

1主 題設 定の理 由

特別活 動では、 自 ら課題 を見付 け、よ りよ く問題 を解 決す る資質や能力、他人 と協調 して

生 きる豊か な人間性 を育 て ることが強 く求め られて いる。

そ のため には、 身近 な問題 を自分 たちの力で解決 して い く活動 を繰 り返 し行 うことが 重要

にな って くる。活動 をす る 中で、互 いに知恵 を出 し合 い、試行錯 誤 しなが ら新 たな方法や 考

え方 を見 い出 し、互 いが 高め られて いくの である。

低学年 の児童は、好奇 心旺盛 で活動意欲が高 い。 ち ょっ と した励 ま しで、 自分 でや ってみ

た い とい う意欲 が高 ま り、 自分 な りの工夫 をす るよ うにな る。 また、集団活動 の中で 、友 達

とぶっ か り合いなが ら物 事 を解 決す る方法 を学 んで い く。互 いのよ さを素直 に認め合 い、進

ん で友 達 を助 けた り、教 え合 った りす る姿 も集 団活動 の 中で多 く見 られ る。 「なす こ とに よ

って学ぶ」 学級 活動 にお いて は、 このよ うな低 学年 の児 童の よさを十分発揮 させ るこ とによ

り、集団活動が充実 し、一 人一人の望 ま しい成長 につ なが って い く。

本分科会 では、学級活 動 を 「自分た ちでつ くる」 こ と、すなわ ち、試行錯誤 を しな が ら、

思 いや願 いを 自分た ちの力で実 現 して い くことを大切 に した い と考 えた。学級活 動 を 「自分

た ちで つ くる」 中で 、子 どもたちは触れ合 いを深め、互 い を認 め合 う関係 をつ くって い くだ

ろう。そ の結果、一 人一人 に居 場所が あ り、安 心 して 自分の思 いや願 いを表現す るこ とがで

きる集団、つ ま り 「一人 一人が輝 く」 ことがで きる集 団にな って い くと考 えた。

そ こで、分科 会主題 を 「自分 た ちで つ く り、一人 一人 が輝 く学級活 動」 と設定 し、 「さ ら

に楽 しいクラス にす るた め に、試行錯 誤 しなが ら進 ん で活動 す る子 」 「友達 の こと も考 えな

が ら、 自分 の思 いや 願 いを表現す る子 」の育成 を目指 した。

2研 究 内容 と実践事例

研究 主題 に迫 るため に、次 の2つ の視 点 について手だ てを立て実践 した。

視点1気 付き を生かす ための工夫

視点2意 欲 を持 って取 り組 むための工夫

<視 点 コ 気 付 き を 生 か す た め の 工 夫 〉

O"気 付 き カ ー ド卿 と は 、

児 童 の発 言(つ ぶ や き)や 態 度 に次 の ことが表 れ て いた とき に 、教師 が それ を褒 め、
(態 度)を カー ドに示 した もの。

・学 級会(話 合 い活 動 、集 会 の活 動 な ど)の 運 営 に役 立 つ気 付 き
・特 別活 動の 目標 に迫 る気 付 き(友 達 に対す る思 いや り、 自主性 な ど)
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★ 気 付 きカ ー ドのね らい

① 自主性 を 育て る
自分 た ち の 力で運 営で きる"一 人立 ち の学 級会"に 向 け 、活 動 で 出 た気 付 き をカ ー ド化

し、具 体 的め あて(よ りど こ ろ)と して 意識 付 けた り、学習 意欲 を刺激 した りす る。

② 自己評 価 ・相 互評価 の力 を育 て る
気 付 ぎ カー ドを、 自分や 学 級集 団 の変 容(成 長)を 振 り返 る 手掛 か りと して使 う。

★ 気付 きカ ー ドの作 り方
・児童 が 活 動 の 中で整 理 ・活 用 しや す い よ う に、 席か ら読 め る字 の 大 き さで 一 つ の気 付 き

を一 枚 のカ ー ドに書 く。
・カ ー ドに 教師 が記 入す る こと

く気付 き ・話 合 いの 日にち ・発表 した児 童 の 名前 ・カ ー ドの通 し番号〉
・気付 きに は以 下の よ うな書 き方が あ る。

○ 児童 の言 葉 、態 度 、行動 をそ のま ま カー ドに書 く

○児 童 の 言 葉 、態 度 、行 動 を子 ども 自身 に 問 い掛 けふ り返 らせ 、気 付 いた 言 葉
を カー ドに書 く。

【実 践 例 】

(1)掲 示 のタイ ミン グ

① 自分 た ちで つ くる学 級活 動 の よ りどころ と して 、い つ も 目に付 くよ うに教 室 に常 に掲 示 した。
② 活 動 が終 わ る と同時 に、カ ー ドを作 り、児 童 に確 認 の上 、掲 示 した 。

③ その 時間 に身 に付 けて ほ しい気 付 きの カー ドを活 動 の最初 の 「先 生 の話 」 で示 した。
(例)「 今 日は この カー ドに書 いて あ る○○ が で き る といいね 。」

(2)振 り返 り
① 教 師 の終 末 の助 言で 、褒 め た り、 よ くで きて い るカー ドに花 丸 をつ け た り した 。

② 全 員 が で き る よ うにな った と認 め る カー ドは、 掲 示 場所 を変 え た り、 ま と め た りした 。(進
化 ・卒業)→ 残 され た カー ドを活 用 しよ うとい う意識 が 高 ま った。

(3)掲 示場 所

① 児 童が 説 明 や 整理 な どす る とき に 、動 か した り、貼 り直 した りで き るよ うに 、児 童 の手 の届
くと ころ に掲 示 した

② 定 着 して いな い カー ドは 目立 つ 前 方 に掲 示 し、逆 に定着 した カ ー ドは後 方 に掲 示 した りま と
め た りした 。(箱 に入れ る。 重ね る。)

〈進 化す る気付 き カー ド〉

〈① ピチ ュー 〉

① 児 童 の 気 付 き(ピ チ ュー)
② ほ とん ど の 児 童 に定 着 して き た気 付 き

(ピ カ チ ュー)

③ 全 員 に定 着 した 気付 き(ラ イ チ ュ ー)
〈② ピカ チ ュー〉 〈 ③ ライ チ ュー〉

手だ て(2)適 切な 助 言

O"適 切 な 助 言"と は 、

児 童 の発 言 ・表 情 ・態 度 な どを含 め 、活 動 の 詳 細 な 記録 や 振 り返 りカー ドを基 に 、次 の よ うな
こ とを取 り上 げて認 め 、褒め る 。

・会 の進 め方 や 内容 に関 す る こ と
・思 いや りや 優 しさの表 れ た発言 や 態度 に関す る こと

【実 践例 】
・活 動 の始 め に、 そ の 日の 話合 いの 時 間 を確 認 した 。 また 、児 童 と話合 い をす る時 間 を約 束 し
た。(時 間 を確保 す る)

(例)「 今 日の 話合 い は○ 時0分 までで す 。」
・活 動 中 は、 教 師 はで き る だ け 口を は さ まな い よ う に した 。迷 って も失 敗 しそ うにな って も試
行 錯 誤す る こ とを大 切 に し、子 どもた ち が 自力解 決 で き るよ うに見 守 った 。
た だ し、危 険 な こと、 人権 に関 わ る こと、 施 設 を使 う こと な ど、児 童 に任 せ る こ とがで きな
い 条件(学 習指 導 要領 解 説P,30参 照)に っ いて は、 事 前 に教師 が 指 導 した り、状 況 に応 じ

て助 言 した り した。
・活 動後 は、 児 童 の よ さや頑 張 りを 認め る こ とを 中心 に助 言 した 。教 師 が 、 児童 の よ さや 頑 張

り をみ んな に 紹介 す る こと によ っ て 、児 童 は 認 め られ 、賞 賛 され た こ と を喜 んで 、次 の活 動

に生 か して い った。 そ の他(課 題)は 、指 摘 せ ず 、で き る よ うに な った とき に褒 める よ う に
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心 掛 けた 。
・活 動が 混 乱 した と き、 児 童 に 「ど こに問題 が あ るの か 、 どれ く らい気 付 いて いる のか 」 な ど

を問 い掛 けた り、整 理 させ た り した 。 それ を基 に子 ど もた ち の課 題 を把握 し、次 か らの 助言

に生 か した。

手 だ て(3)振 り返 り

○ 自分 た ちの 活動 を振 り返 る時 間 を確 保 す る こ とによ っ て 、振 り返 っ た こと を次 の活 動 に 生 かせ
る と考 えた 。

【実践 例 】
・「よ か った さが し」

お互 いのよ い と ころ を見
つ け、 認め られ るよ うに

な った 。
・振 り返 りカ ー ド

話合 いでは発 言 でき なか
った 児童 も,カ ー ドを翌

日の朝 の会 で読 み上 げ ら

れた り、教 師か らの 書 き

込 みで 認め られ た り励 ま
され た りした ことに よ り、

自信 をもつ ことが で きた 。
振 り返 りカ ー ドは、 ク ラ
ス の実態 やね らいに応 じ

て 、観点 を設 けて書 かせ
た り、 自 由記述 に した り

した 。

学 き ゅ う 会 ふ りか え りカ ー ド

リ月乃日(盆)2#2ta(

①きょう 踏し舎ったこと・きまったこと

何をやるか 梱(

⑭
諜 匝 おtい・脚 聡
・ゆ於 癖 老弄 こα 同じこ硫 あ

った

ooミ 脚 しがeもが んぽ ≠

し帆'隠 蝋

ビ・㌔ やる ～と丸・'献 ・残
←2年 ↑1年

手 だて(4)学 級 活 動 に生 かせ る経験 を3く もて るよ う にす る。

○ 話 合 い の仕方 、集 会 の進 め方 な どの基礎 ・基 本 は、特別 活 動 の時 間 は もち ろん、各教 科 、道徳 、
朝 の会 ・帰 りの会 な ど、教 育 活 動 全体 を通 じて 身 に付 け させ 、 学級 活 動 で は児 童が そ れぞ れ の

場 で 身 に付 けた力 が実 践的 に働 き、 問題 を解 決 して い く と考 えた。

【実 践例 】 各教科 、道 徳 、朝 の 会 ・帰 りの会で は 、次 のよ うな経験 を多 くもて るよ う工 夫 した。
・厨 語 … 聞 く、話 す能 力を 身 に付 ける。

話す 人 の方 を見 て 聞 く。

分か らな い こと は質 問す る。
友 達 の意 見 と比べ なが ら言 う。(○ ○ さん と似 て いて 、違 って)

友 達 の意 見 に付 け足す 、助 け る。(○ ○ さ ん に付 け足 して 、 ま とめる と)
「はい 、～ です 。」 な どの話 型

・道 徳 ・一*道 徳的 心情 や 判 断力 、道 徳 的実践 力 を身 に付 ける。 →集 団 活動 につ な が る。
*自 分 の考 え をも ち、 発表 す る。
*友 達 の 考 え と比べ な が ら聞 く。

・算数 一・*問 題 解 決 の方法 をみ んな で考 え る。
・生 活 一 ・*思 いや 願 い を生 か しな が ら教師 の 司会 の も と、 話合 い、 実行 して い く。 話合 いの

中で様 々な 解決 方 法 を知 る。
・近 く の 友 達 と 相 談 す る 。
・似 て い る も の で ま と め る 。
・順 番 に や っ て い く

。 な ど

*パ ー テ ィ ー な ど で 集 会 づ く り の 経 験 を す る 。

・朝 の 会 ・帰 り の 会 ・一

*司 会 を 経 験 す る 。 係 が 、 ク ラ ス の み ん な を

楽 し ま せ る 小 集 会 を 計 画 し 、 実 行 す る 。

*ス ピー チ で 、 聞 く ・話 す ・質 問す るな どの

力を身 に付 け る。
*よ か った さが し(今 日の よか った ことを発

表す る)で 相互 評価 をす る。
→振 り返 りの相 互評価 につ なが る経 験
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<視 点2 意 欲 を も っ て 取 り 組 む た め の 工 夫 〉

手だ て(1)適 切 な助 言

○ 児 童 の 発 言 、表 情 、 態度 な どを含 め 、 話合 いの詳 細 な 記録 を と り そ れ を 基 に児 童 の よ い と こ
ろを取 り上 げて 認 め 、褒 めて い った 。褒 め た 内容 は す ぐに気付 き カー ドに取 り上 げ た。 この積

み 重ね に よ り、 気 付 きカ ー ドの 内容 を真 似 しなが ら、 話合 い の仕 方 を身 に付 けて い く児 童 がで
て きた 。

【実践 例 】
・事 前 に 、 司会 グル ー プの相 談 に立 ち会 い 、活動 の め あて が達 成で きる よ うに、 助 言 した り、

質 問 した りした。
・事 後 は 、活 動 の様子 や振 り返 りカ ー ドを基 に、全体 や個 を褒め た り励 ま した りした 。

手だて(2)話 合 い活動の時間股定

○ 話合 い活 動 の時 間 を15分 ～20分 にす る ことに よ り、集 中が続 くよ う にな る と考 えた 。ま た、

児 童 の活 動 の時 間 を保 障 し、毎 週 継 続 して 取 り組 む こ とによ り、 自分 た ち でや ろ う とす る意 識
が 高 まる。

児 童 が 自信 を もっ て 自主 的 ・自発 的 に話 合 いがで き る よ うに な って きた ら、徐 々に 話合 いの時

間 を長 く して い く。

【実践 例 】
・1年 生 の入 門 期 、話 合 い活 動 の時 間 を15分 ～20分 と し、週2回 行 う こと も可 能 で あ る。

これ に よ り、 集 中 して 話合 いが で き 、前 回の続 き が 思 い出 しやす くな る 。 また 、 活 動意 欲 も

持続 す る と考 え た。 この よ う に、 学級 会 を短 い時 間 で繰 り返 し経 験 す る こ とによ り、話 合 い
に慣 れて 、 自分 た ちで活 動 す る姿 勢が 身 に付 いて い った。

手だて(3)係 の活動を活発にする

○ 自発 的 な児 童 の 発想 をで き るだ け生 か し、係 の活 動 を 活発 にす る こと によ って 、児 童 が工 夫 を
して計 画 ・実 行す る力 と 自信 が 身 に付 くと考 えた。

【実践 例 】
・1年 生 の始 め は一 人 一 役 の 当番

か ら始 ま っ た係 だ が 、2年 生 に

な り係 と当番 との違 い につ いて

話 した 。 そ の結 果 、 当番 的 な仕
事 が ほ とん どな くな り、仕 事 の

内 容 の 工 夫 が見 られ るよ うにな
っ た 。 児 童 の考 えか ら生 まれ た

学 級会 係 が輪 番 制 の 司 会 グル ー
プ に呼 び か けて 、 週1回 自主 的
に学級 活 動 を運 営 す るた め の事

前 の 会議 を行 うよ うにな った 。
・朝 ・帰 りの 会で の 係か らのお知 ら 〈係の作ったポス ト〉 〈学級会係の活躍〉

せ か ら も議題 が 生 まれ る よ うにな

った 。
・ゲ ー ム係 が 中心 にな って行 う小 集会 の経験 も、学級 集 会 の話合 いや準 備 に 生か され て きた 。

手 だて(4)朝 の会 、 帰 りの会 の 活用

学級 活 動 を円 滑 に進 め る力 を育 て るた め に、効果 的 に朝 ・帰 りの会 を活 用 した い と考 えた。

【実 践 例 】
・朝 ・帰 りの会 で は 、全員 に司会 ・発 表 の経 験 を積 ませ 、 自信 をっ け させ る ことがで きた。
・前 日の学 級活 動 や 帰 りの会 の 振 り返 りで 、 よか った 点 を朝 の会 の 「先 生 の話 」 の 中 で取 り上

げ、 児童 の 励み にす る ことがで き た。
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○ 学級 や 学 校 で集 会 活 動 を数 多 く経 験 し、
んな でつ く りた い と考 え る よ うにな る。

【実践例 】
・1年 生 の始 め に教 師 が 中心 で 行 っ たゲ ー ム 、全 校で の集会 活 動 、縦 割 り班 で の遊 びや 行 事 な

どを楽 しみ に し、は りき って 参加 して い た児 童 が 、や が て 自分 た ちの 力 で集 会 を行 いた い と
い うよ うに な った 。先行 経 験 を積む ことの大 切 さを感 じた 。

・自分 た ち の集 会 活 動 の 回数 を重ね る中 で 、必 要 な係 と決 め方 、 準備 な どに慣 れ る ことが で き
た 。

・集 会後 に振 り返 りを行 った 。紙 に書 いた とき には 、次 の集 会 の前 に読 み 聞かせ る こ とによ り、

振 り返 りを次 の 集会 活 動 に生 かす ことがで きた 。

3実 蹴 を通 して

《視 点1気 付 きを生かすため の工夫》 につ いて

・児童 の発 言や取 り組 む姿 勢か らた くさんの気付 きカー ドが 生まれ た。そ の気付 きカー ドを

活動 に生かす場 面 も多 く見 られた。

・気付 きカー ドを掲示 した ことによ り、話合 いのルールが多 くの児童 に身 に付 き、 自主的 に

話合 いを進 める ことがで きるようになってきた。

・学級会 の進め方 を、必要 に応 じて 自分 たちで考 えた ことによって、 よ り児童 の実 態 に合 っ

た クラス独 自の進め方が生 まれ た。

・各教科の学習 を大切 に し、様 々な学習 を積み重ね た ことが、学級活動 に生か されて いった。

特 に、国語 の 「聞 く ・話す」 の学習 の大切 さを感 じた。 ●

・振 り返 りで気付 いた ことを全体や個別 に返す ことによ って 、次 の活 動 に効 果的 に生か され

る ことが あった 。

《視 点2意 欲 をもって取 り組むため の工夫》 について

・振 り返 りの時間 を取 った ことによ り、活 動の 中で教 師や友達 に認め られ る ことが励 み とな

り、意欲的 に発 言 した り一 生懸命活動 した りす る児童が見 られた。

・係 の活動 では 、少人数 で活動す ることによ り、 自主性 と責任感が 生 まれ 、創意工夫 の楽 し

さも味わえた。

・朝 の会 、帰 りの会 で の司会 ・発表の経験 、集会 の積 み重ね によ り、 自信 を もって活 動に取

り組めた。

・学級 生活 全体 を通 して、一人一人の育 ちや 実態 を把握 す る ことが 、適切 な助言や指導 にっ

なが る。 どの タイ ミングで どのよ うな声掛 け をす るか、一 人一 人の気付 きや個 を生かすた

めの適切な助言 につ いて さ らに研究 を深めた い。
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分科会主題

■露■ 中 学 年 分 孝斗会

互いに力を出し合い進んで実践する学級活動

1主 題設定の理由

中学年の児童は、活動的で、興味 ・関心が広がるとともに何事も自分たちで しようとす る。ま

た、友達 との結びつきが強くな り、集 団としての活動が活発になる反面、自分が仲間からどのよ

うに評価 されているか気 にす るようにもなって くる。

中学年分科会の児童の実態を見 ると、気の合 う友達 との間では自分の思いが 出せるが、学級全

体の場では出せない面がある。また、かかわ り合 う活動や、 自分たちで考 え解決 していくという

活動の経験が少な く、進め方 にとまどう面な どが多 く見 られた。そ こで、友達 とのかかわ りを広

げ互 いの思 いや願いを認めてい くこと、自分たちの力で試行錯誤 しなが ら問題 を解決 していく経

験 をする ことが必要であると考 えた。 これ らの経験を積み重ねる ことによって、 中学年の児童の

よさを生か した学級活動になっていくと考 えたか らである。

中学年 分科会 で は、互 いの思 いや 願 い を知 り、認め合 い、生 か し合 う活動 を通 して 、 「自

分や 友達 の よ さを認 め るこ とがで き る子 」 「自分の考 えを持 ち 、積極 的 に活動す る子」 を育

て たい と考 え、分科会主題r互 い に力 を出 し合 い進ん で実践 す る学級活動 」 を設定 した。

2研 究の視点

互 い に力を出 し合 うため には、一人一 人が学級活動 に対す る思 いや願 い を持 ち、表現 で き

るよ うにす る必要が ある。 これ らを学級 全体 に生かす ことによ って、児 童 は学級へ の所 属意

識 を高め 、意欲 を向上 させ る。 また、進 んで活動す るため には、 どの よ うに話合 いを進 め る

か 、係の活 動計画 を立てた りす るかな どの活動へ の見 通 しが大切 で ある。そ して 、活 動後 の

振 り返 りは次 の よ りよい活動へ つな げるため に重要 であ る。そ こで研 究 の視点 を次のよ うに

設定 した。

仮説検証の視点

視点1児 童がお互いの思いや願 いを生か し

合 う場の工夫をする

(1)「 学級会カー ド」の活用

児童は議題 に対する自分の思いや考え を

事前 に記入する。あ らか じめ意見 をもって

話合 いに臨む ことで、教師は、児童の思い

や願 いを把握 し、個 に合った指導に役立て

る。

○ 発言へ の意欲 につ ながる励 まし

○考 えが もてた ことへ の賞賛

視点2児 童が活動への見通 しをもち,活 動

を娠 り返る場の工夫をする

(1)「 学級活動カ レンダー」の掲示

計画委員会や係 の活動の予定 を自分たち

で書き入れ る。

(2)計 画委 員会 へ の指 導

計画委員会 を設置 し、活動する時間 と場

を確保する。

・議題選び

・話合 いの柱立て

11



○発言 しな くて もきちんと考 えていたこ

とを教師が紹介する。

(2)「 学級活動 コーナー」の設置

児童 の考えを掲示 し、互 いの思 いや

願いに触れ られるようにする。

・話 し合 いたいことを書 いた議題 カー ド

・係か らのお願 い

(3)小 集団の活用

係 の活動 において

・活動の時間、場所を保 障す る。

・活動の 内容を認めるような助言をす る

話合 い活動にお いて

・なかなか手を挙 げて発言できない児童

が 自分の思 いをだせるようにする。

・話合 いの役割分担 な ど

(3)振 り返 りの工夫 と生か し方

「振 り返 りカー ド」で、 自己評価や

相互評価 を行 う。

・振 り返 りを生かす場をっ くる。

→朝の会、帰 りの会、話合 いの終末、

学級会新聞

3研 究内容

視点1児 童が互いの思 いや願いを生か し合 う場の工夫をする

(1)「 学級会カー ド」 を活用 した実践事例

児童の話合 い活動 の実態によ り、カー ドを活用 してい くことが必要であると考えた。教

師が事前に学級会カー ドを集 めて意見 を把握 し、児童が発言へ の意欲が もてるような言葉

か けをした り、「学級会カー ド」 にコメン トを入れた りする。
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「学級会 カー ド」 には、柱 ごとに個人 の意見 を記

入す るように した。 これ を使 って話合 い を進 めて

いく ことによ り、児童 は、 「話 し合 う内容が事 前

にわかっていて よい。」 「話 合いの時間が書かれて

いると,話 しやす い。」 な ど、話合 い に対 して見

通 しをもつ ことができるようになった。

罐】分グノし一"フさ
んが薩 を血 ててく
れたから、話 し含う
ことがわかるよ

(2)「 学級活動のコーナー」 の設置を した実践事例

話 し合 い活動の終末 に行 う 「活動の振 り返 り」にお

いて、児童が書いた 「気付き」や 「思 い」、 「友達のよ

さ」な どを学級活動 コーナーに掲示する。また、「学

級活動ニュース」等 のプ リン トを配布する ことで、

互 いの思 いや願 いに触れるよ うにす る。 さらに、そ こ

か ら次の話 し合いの議題や題材を拾 い上げ、生か して

い くよ うにす る。

一生懸働考 えて

きたから、今日は考
えが醤えき…うだ。

▼学級活動 コーナー

児童が書 いた 『思 ったこと』を掲示 した り、プリン トな どを配布 した りする ことによ り、

児童 にとって次の話合 い活動における行動モデル とな り,児 童 が話合 いをしていく上で、

さらに気付 きを生か した話合いへ と積み上げてい くことができた。

(3)小 集 団の活用につ いての実践事例

係 の活動は、児童一人一 人が学級集 団の一員 として役割 を受 け もち、存在感や 自己実

現の喜 び、集団への貢献の充足感 を味わえる大事な活動である。

…

＼

副

σ

凸
鎚
毛
～

免
へ

、

集

ヂ
＼ぎ

自分の得意なことや 、好 きな ことを生か し、やってみ

た いことで集まった小集 団な ので、 自分の思 いや願いを

よ り出 しやすい場であると思われる。 そ こで、次の よう

な工夫を試みた。

○ 学級活動の時間だけでな く、朝の会、帰 りの会を使

って連絡を した り、係 ごとに給食を食べなが ら相談

する 日を設けた りした。

▲メ ッセージカー ドを入れる児 童

○係の掲示物(新 聞やお知 らせ)を 読 んだ人がサイ ンを した り、活動に対す る メッセー ジカ

ー ドを書いて係のコーナー に入れ た り、 口頭で感想を述べた りして児童 の交流を図った。
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その結果、 「わ くわ く本屋 さん」 「楽 しい新聞」な ど係の名前 を工夫 した り、学級活動 カ

レンダーにすす んで活動 日を記入 した りするな ど、 自分の係の活動だけでな く、友達 の係

の活動 も楽 しみにす る児 童が増 えてきた。 話合 い活動 で も、なかなか手 を挙 げて発言 で

きない児童が思 いを出 しやす くす るため、隣同士や班 ごとの相談 タイムを設 け、全員が 内

容 を発表す る機会 とした。

視点2活 動への見通 しを もち、活動を振 り返る場の工夫をする。

(1)学 級活動カ レンダー(週 予定表)の 活用

活動の見通 しが もて るよ うに週予定表 を活用 した。書 き込む内容 は,

*計 画委員会 の活動予定*係 の活動予定*他 の係へのメッセー ジ

週単位 で計画を立て、振 り返 りをする ことによ り、活動 内容 を週 ごとに修正す ることがで

きた。朝 の会の 「係か らの連絡」でその 日の活動 をみんな に知 らせ 、一人一人が 自分の週

予定表に書 き込 んで いくよ うにす ることにより、記入す るための時間 をあえて設けな くて

も短時間で記入す ることができた。 また、朝の時間、休み時間、放課後な ど、どの時間帯

で何の活動 をす るかが はっき りし、常に活動を意識する ことができるようになった。 さら

に、他の係へのメッセージ欄 には、企画への感想や活動へ のア ドバイ スを書 くようにした。

週末に教師が 目を通 してコ メン トを入れ、メッセージは学級活動 ニュースに載せ児童に

返 した。また、教室 内の学級活動 コーナー には全体用 として拡大コ ピー した週予定表 を掲

示 し各係の担当者が書 き込み、 目に入るように した。 これ らのことによ り、学級活動 にか

かわ ることことだけでな く、1週 間の学習や行事等の見通 しをもっ ことができ、生活全般

にお いて見通 しを もって生活できるよ うにな った。

1。 薦229-1。 爾2601

日 爾(22日)

日窟

謄事
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▲学級活動カ レンダー週予定表

(2)計 画委員会の指導 の実践事例

話合 い活動 の中で 、rよ い発言 があった』『予定の議題 について決め ることがで きた』

な どの評価 も大切であるが、話合 い活動で決め られた ことが 、どのよ うに実践 されたか ま

で見届 ける ことも重要である。そ のために、計画委員会 で児童が何 をす るか明確 に し、
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〈計画→実践→振 り返 り〉 のサイクル を計画委員会の中で も、経験 できるよ うに考 えた。

計画委員会が見通 しをもち、話合いを進めると、意見 の出し方が明確 にな り、話合 い活動

が充実す ると考 えた。そ こで、計画委員会を輪番制に し児童全員が経験できるように した。

朝の会や帰 りの会や休み時間な ど短 い時間を利用 し、1週 間 に次のような活動を した。

① 議題集め

② 議題選び

③ 話合いの柱立て

④ 準備

⑤ 話合いの役割分担

⑥ 計画委員会の引継ぎ

う 一 ん 。 こ れ は 匁 ん な で 話 し

曾 っ 芝 方 が い い ね 。

・aん な で 決 め て い い こ と だ ね 。

・な か よ く 凝 し く な る こ と だ ね 。

み ん なtこ 随 係 し てLNるeと だ

このサイクルの中では、特 に議題選び と話合 いの柱立て に指導のポイ ン トをお いた。 こ

のサイ クルに慣れて くると、 自主的に計画委員会 を開き、困 った とき教師 に相談 にくるよ

うにな った。 また、計画委員会の子 どもの頑張 りを他 の子 どもたち も素直 に認めるよ うに

な り、 自分が計画委員会 にな っても安心 して活動 していた。今後は、児童が さらに自主的

自発的 に計画委員会 をもて るよ うに、指導の工夫 をして いきたい。

(3)振 り返 り

自分の思いや願いを学級 に伝えた後 、自分の活動や友だち とのかかわ りを振 り返 る機会

をもたせる手だてを とった。

○ 「振 り返 りカー ド」の活用

終末、学級会カー ドに書 いた ことを基 に、

自分 の意 見 を発 表で きたか 、 また、相 手の

意見 を聞き 、そ れ も含 めて考 え られた か ど

うか、振 り返 りをす るようにした。そ して、

評価 項 目を絞 ったカー ドに 自己評価 を記

入 させた。

1学 期 に使 って いた カー ドを現行 のカー

ドに した ところ、相手 の意見 を聞 こう とす

る態度 がみ られ るよ うにな った。 今後 は振

り返 りの内容 を児童 の成 長 に合わ せて検 討

す る。

○ 係の活動の振 り返 り

学 級 会 ふ 響 ξ)カ ー ド
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▲振 り返 りカー ド

自分たちの係の活動 を学級 に知 らせ る新聞を発行す る。その新 聞を見 ることによ り、他

の係の児童が 自分たちの活動を振 り返 り、係 の活動に生かす ことがで きた。また、学期当

初計画 していた係の活動内容を、学期途中でも修正 し、掲示 してある係のカー ドに重ねて

貼 ってい くことが、一つの係が行 うと他の係 にも広が ってい った。

○ 発表 の場の機会の設定

朝の会や帰 りの会 を利用 して、他の活動に対 してよか った ことを発表 させる機会 を設け

た ことは、書 くことが苦手な児童 に対 して も有効であった。
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IV 高 学 年 分 科 会

分科会主題

共 に活 動 す る こ との よ さ に気 付 き 、主 体 的 に取 り組 む学 級 活 動

1主 題設定 の 理 由

高学年 の児 童 の多 くは、5年 生 での学級 編成 替 えを経験 し、新 しい集 団の 中で 自分 の

居場 所 を探 し、今 まで とは違 う人 間関係 を作 り出そ うと努 力 して いる。 みん な といっ し

ょに何か をや り遂 げた り、創 りだ した り、 自分 が満足 で きる楽 しい ことはな いか と、心

待 ち に して いる。 与え られ た課題 を実践 して い く中で 、満 足感 を味 わ い、楽 しさを実 感

す る ことは、 かな りで きるよ うにな って きて いるが 、その楽 しさを 自分 たち の力で 手 に

入れ よ う とす る活動 はなか なか生 まれて こな い。集 団が まだ、児童 に とって 、安 心 で き

る準拠 集 団 にな って いな い ことや 、児童 の集 団へ の所 属意識 の低 さ、 自治 的 な活 動 の体

験 不足 な どが原 因 と して考 え られ る。

児 童 が人 とかか わ る中で 「みん なで活 動 す るの は楽 しい」 とい う体 験 を し、 「み んな

が いて よか った 」 「みん なの 中に 自分 もいて よか った」な どの意 識 を持 て るよ うに して

い くことが 必要 で ある。 さ らに、 自分た ちの問題 を見 っ け、 実際 にそれ を解 決 して い く

まで の一連 の活 動 を積 み重ね てい く ことによ り、主体 的 に活動 し、 自分た ち の学級や 学

校生活 を楽 しむ ことが でき ると考 えた。

そ こで 、本分科 会で は、「自分 か ら人 とか かわ りを もち、友達 の願 い を受 け とめ る子 」、

「共同 の 目標 に向か って 、進 んで活動す る子 」 を 目指す 児童像 とし、研究 主 題 をr共 に活

動 す る ことのよ さ に気付 き、主体 的 に取 り組む 学級活 動」 とした。

2研 究 の視 点

目指す 児 童像 に迫 るため に、以下 の二つ の視 点 を立て 、手立て を試み た。

視 点

視 点1「 一 人 一 人 の よ さ を

生 か す 」 工 夫

・自分 か らか か わ る

・受 け とめ る

・認 め る

視 点2「 自分 た ちのカでや

りとげ る場」 の工夫

・や りとげ る

・進 んでや る

・め あて を意識す る

・友 達 の活 躍 を認 め る場 の設定 ア

・全員が活 躍で き る場 の設定 イ

・自分や友達 を見 つめ 直す活動 を取 り入 れ る ウ

(エ ンカ ウ ンター的手 法 ・嬉 しか った ことや頑 張 った こと

の発 表 ・ 自分 の めあて をたて る等)

・事 前指導 ・準備 の工夫 ア

学級鵜 蹴 磁灘 副
・学級 活動 の記録 の掲示

・活動 のめ あて ・提 案理 由の掲 示

・適 切な助言

・活動後 の相互 評価(振 り返 りカー ド等)
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3研 究内容

「自
分
た
ち
の
カ
で
や
り
と
げ
る
場
」
の
工
夫

適
切
な
助
言

目指す児童像に向けて、手だてとその具体的な活動例を、学級集団や個の成長

と関連付けて図式化した。

もっとみんな

のために活躍

したいな

自分から人とかかわ りをもち、友達の願いを受けとめる子

共同の目標に向かって、進んで活動する子

共同のめあてを意識して

活動するために

「活動のめあて」の

掲示

提案理由の掲示

振返りカード

好きだな

私の

クラス

次は○○

をやって

みたいな

自分たちで進んでやろう

とするために

議題カード・議題箱

活動記録の掲示

みんなで活動する

って楽しいな

自分たちでやりとげるた

めに

学級会ルンダーかド

計画委員会 【柱立て】

活動の繰り返し

自分たちでここまで

できた!

〔}手 だて

(を 子ども
の声

と
し
て
の
成
長

友達の気持

ちを大切 に

したいな

友違の活躍を認める

ために

振返りタイム

友達の頑張りの

発表

ぼ く も

活 躍 で

きたよ

こん な

事 が う

れ し い

んだな

友達の願いを受け止めよ

うとするために

嬉しかった事の発表

良かったところ探し

サイコロトーク

誰 とやろう

かな?

鶏鯵
lt"

・高 学 年 と し て 活 躍 し た い が
、 自 信 が な い 。

・話 合 い の 進 め 方 を ま だ 十 分 に 理 解 し て い な い
。

・自分 た ち で 決 め た こ と を 実 践 し
、 楽 しん だ 経 験

が 少 な い 。

』:」=「.=」鵠 暑・Li=.=・L4r=】i=.=L_=.=L=¶」=「.=・Li=.:・L=罰=L=「=」==」」:

儀
自分から友達に関わる

ために

朝の会、帰りの会

同会・スピーチ・係からの連絡等】

クラス遊び

グループ学習

○○さんてこ

んな事考えて

いるんだ

1

一

人

一
人
の
よ
さ
を
生
か
す
」
工
夫

適
切
な
助
言
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実践事例
「物語を演 じよう集会をしよう」(5年)

高 学年 分科 会 では 、児 童 が 自主的 ・自発的 に学級 活動 に取 り組 む ため に、

議題 の 決定 → 計画 →話 合 い→ 準備→ 実 践→ 振 り返 り→ 次 の活動

とい う一連 のサ イ クル を何 度 も繰 り返す こ とが 重 要 な ことだ と考 えた。 一 連 の活 動 全 体 の め

あて を共 有 す る ことで 、 目的意 識 をはっ き りと もた せ 、活 動 の意 欲 に つな げた 。

議 題 決 定
10/15朝 の会

・や りた い な カ ー ドに議 題 と提 案 理 由 を 書 く(視 点2
一 ウ)

・教 室 の後 ろ に掲 示 して お く

・朝 の 会 な ど で 全 員 で 相 談 して 議 題 「物 語 を演 じよ う

集 会 を しよ う」を決 め る(視 点1一 イ)

次の活動

楽 しくできそうだね。

内容は明 日話 し合お う。

考えておいてね。

り一 團 り柳 ヤの噛吟9

…
δ榊 り葱」噂.

椥 熱 《な秘
鳥うP

また や ってみた`1な'

ー

ρ

四い
な
カ

ー艇
雲
ε

賜羅
@灘

葦

i
圃

1_

　

ア
く

き

り

翻
鰍

　

囎
鑑

こん な ことが 書 い

てあったよ。

楽 し くで き て よ か

ったね。

ふ りか え り

朝 の会

・カ ー ドに記 入 、

綴 じて 教 室 保 管

(視 点1一 ア 視 点2一 オ)

実 践

集会のふりかえりカー ド
10月 好 日俳)6校 時 タ年1組

物語暖助鍛
氏名

今回の集会で何の係.仕 事を しました
か(計 画 ・練習 を含む)

鱗 陰ワ?レプ2・おhgo護 壱や,r=,

今回の集会を通して自分としてはがん

ば った ことが あ った らも っと もっと教

えて くだ さい。

わ1も し¢客 ハつ7しつ 勉 け逢で ・げ・}ク

西物 ネ㌔たし鬼い謁 。

今回の集 会を通 して、よか った ことや

がんばってるなあと思 う友達がいたら

もっともっと教えて下 さい

ぎ陰"確 が がX4謁 ていも》跳

薦 そうαB寺 のん似 ほど伽 人が.与色

みヴセ・・勧 が ずジいヒ是 いました 。

「物 語 を 演 じよ う集 会 」 視 点1一 ア ・イ 視 点2一 工
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計 画
10/16中 休 み

・話 合 い の た め の 打 ち 合 わ せ を 司 会 グ ル ー プ と

行 う(視 点2一 ア)
・司 会 グル ー プ は輪 番 制(視 点1一 イ)

・提 案 者 も打 ち合 わ せ に 参 加 す る

役割分担をしよう。

司会が2人 、黒 板書

記 も2人 、ノー ト書

記 は1人 だね。

話 合 い

話合いの柱を考 えよ う。

①方法、②グループ数、

③ メンバーの決め方。

他にはないかな。

司会グループ事前確認カー ド(話 合い)

弓年 、組 議題名

氏名 犠 融 葡 言協繊

係分担 司会(k.0)

副司会(T.s)

黒板記録(K.S)

黒板記録(Y.F)
ノート記鎌(K.T)

提案理由 渥んなt:も,と7トを言をんでほtいhS
めあて し覚 藤 じる出 で.読 糠 ぱ お

10/163校 時

・司 会 グ ル ー プ の 紹 介 、 議 題 ・提 案 理 由 、 め あ

て の確 認 の 後 、 児 童 中 心 に 進 め る
・話 合 い 後 の ふ りか え りタ イ ム や 終 末 の 助 言 で

活 躍 を 認 め合 う 場 を 設 定 す る。(視 点1一 ア

視 点2一 工)

活動のめあて:物 語の場 面を演 じるこ

とで読書の楽 しさをもっと知 ろう。

決定 した こと:各 グルー プで物 語の名

場面 を劇 で発表す る。その後 に各 自が

本の紹介 をする。

流れ

議題の確認(Nさ ん)

提案理由の確認

脂合いのめあての確認

みん訟で懐 力して.ヌムー2斡紬 よう

話含い
・決めることの確認 方法、ク?レ勘教メ》κ一
●決め方の魍 蟷 班 幡 験 来あう

決 まった ことの発表

感想発表(副 司会 ・クラスのみんな)

先生 よ り

話合 いの ふ りかえりカ ー ド記入

今 日は、今 まで よ りもス

ムーズに話合 いが、すす

め られたね。みんなが協

力してくれたか らだね。

9
準

実 践 日10/25直 前 ま で

・集 会 ま で の 間 、 グル ー プ ご と に時 間 を見 つ け て

準 備 をす る(視 点1一 イ 視 点2一 ア)
1人1人 が役割 分

担 を して協 力しよ

4実 践 を通 して

・自分 た ちで 活 動 をや り とげ る経 験 をす る中 で 、 「み ん な で や る こ との楽 しさ」 を感 じて き
た。

・活 動 後 の振 り返 りを共 有 す る 中で 、 友達 が 自分 の こ と を認 めて い る こ とに気 づ き、 自信 を
持 って 活動す るよ う にな って きた 。

・共 同の め あて(み んな で ひ とつ の ・活動 全 体 の)を 持 っ て活 動 して い くと、 よ り大 きな達

成 感 を味わ い、学級 集 団 と して の高 ま りも感 じられ るよ うにな って きた 。
・繰 り返 し活 動 す る 中で 、 や り方 を学 び 、楽 しさ を知 り、次 へ の意欲 を もて るよ う にな って
きた 。
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V児 童 会 活 動 分 科 会

分科会主題

学校の一員としての満足感をもち,主 体的に取 り組む児童会活動

1主 題設定の理由

児童会活動 のね らいは、「児童が、自分たちの学校生活を向上 させようとす る意図の下 に、

学校生活 に関する諸問題 を解決す る活動や学校内の自分たちの仕事 を分担処理する活動 を自

発的、自治的 に行 うことによって、自主性 と社会性 を養い、個性 の伸長を図る」ことである。

しか し、実際 には児童の学校生活の諸問題 に対す る問題意識や児童会活動への関心が高い

とは言えず、児童会活動 を行 う上で も、企画、運営する側 に指示待 ちな傾向が見 られ る。

意識調査の結果か らも低学年児童 は、校 内にどのような委員会があ り、 どのよ うな活動 を

しているか についてほとん ど知 らな いとい うことが分かった。それぞれの委員会が学校生活

を豊かにす るために 日々活動 してい ることを考えると残念 な結果 である。 また、中 ・高学年

の児童で も各委員会の活動内容 につ いて正確 に理解 している者は少 なく、特 に代表委員会の

活動内容 については、学校 の諸問題の解決 を行 うものであるとい う意識が低 い ことも分かっ

た。

〈意識調査の結果か ら〉 研究 員A校 の場合

あ な た は 次 の 委 員 会 の 名 前 を 知 っ て い ま す か
対 象:低 学 年 児 童111名 実 施 期 日=平 成13年9月20日

会

会

会

会

会

会

会

会

会

会

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

委

委

委

委

表

報

境

育

書

会

健

動

送

画

代

広

環

飼

図

集

保

運

放

企

私 たちは、 こうした実態か ら、まず児童会活動への関心 を高めることが必要 だ と考えた。

そ して 、自分たちの思いや願 いが全校の活動の中に生かされた経験や、 自分たちの力で実践

した という経験 を繰 り返す ことによって所属感が生 まれ、活動への満足感 が大 き くな ると考

えた。児童が学校の一員 としての満足感 を十分味わ うことができるようになれ ば、よ り充実

した児童会活動をするための意識が高まってい くだろ う。それは同時 に、学校 生活 をよ り豊

かなもの にしていこうとす る意欲 や主体的な児童会活動への姿勢 を生み出す ことにな る。そ

こで、本分科会では、主題 を 「学校の一員 としての満足感 をもち、主体的に取 り組む児童会

活動」 と設定 し、 「学校 生活 に関心 をもち、よ り楽 しく しよう とす る子 ども」 「異学年 と進

んで協 力して活動す る子 ども」を 目指す児童像 とした。
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2研 究構想図

研 究 主 題
望ましい集団活動を通して自分たちの学級生活や学校生活を

楽しむ子どもを育てる指導法の工夫

児童の実態
・経験 を した ことのある活動 に積極

的にかかわる。
・集会活動 を楽 しむ ことができ意欲

的 に活動する。
・自発的、 自治的な活動が少ない。
・児童会活動への関心が薄 い。

教師の願い
・児童会 のさまざまな活動内容 に関

心 をもってほ しい。
・学校生活が充実するような活動 を

自ら創造 してほしい。
・学校やみ んなのために生 き生きと

楽 しく活動 して ほしい。

分 科 会 研 究 主 題

学校の一員としての満足感をもち、主体的に取り組む児童会活動

目 指 す 児 童 像
○学校生活に関心をもち、より楽 しくしようとする子ども
○異学年と進んで協力して活動する子ども

仮 説
児童会活動への関心を高め、児童 の思いや願 いを全校の活動 に生か していけ

ば、学校の一員 としての満足感 をもち、主体的に取 り組む児童会活動 となるで
あろう。

研 究 の 視.点

視点2
思 いや願 いを

生かす工夫
◎学級や委員会 との連

携
・思いや願いが見 える

掲示板の工夫
・思いや願いに答 える

掲示板の工夫

視点1
関心を高める工夫
◎広報活動の充実
・児童会コーナーの

設置
・集会、校 内放送の
有効利用

圏,

視点3
意欲的に

実践す るための工夫
◎柔軟性 のある

年間計画の見直 し
・自主的 ・創造 的活

動 を保 証す る年間
計画

・委員会活 動の活 動

例集の作成
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3研 究内容

視 点1閥 心を高める工剥 …児童会 コーナーの設置

・「代表委員会 コーナー」「委員会 コーナー」

「み んな のコーナ ー」 を設 置す る。代表

委 員会や委員会か らのお知 らせ、活動 内

容の紹介、個 人や学級 か ら全校 に知 らせ

たいことが掲示できるよ うにす る。

・全校児童 の 目に触れ る機会 が多 くな る場

所 に設置する。

・代表委 員会や 委員会 の掲示物 には、漢字

に必ず 読み仮名 を付けて、低学年 にも読

めるよ うにする。

鱒磯

鍵

羅
譲嘉

視点2亟 いや思 いを生かす工夫卜・みんなのコーナーの設置
・み んなのコーナー では、代表 委員会で話 し合 って ほ しい こ

とを誰 で も自由に書いて貼れ るよ うに紙 を用意 してお く。

・寄せ られた ものを もとに議題 を設定 した り各委 員会 と連携

を とった りして、全校児童の思 いや願 いに対応 してい く。

どのように生か してい くか は,「 あ りが とうカー ド」 を作成

して本人に伝える。

・運動会 を盛 り上げる工夫な ど、学校行 事の支援的な活動は、

話 合い を効率 よく進め るため に、各学級 か らの意見を事 前

にみんなのコーナー に貼るようにする。

・定 期的 に 「みんなの声集め週間」 を設 けた り、放送や掲 示

物 で呼びか けた りして、みんなで学校 の ことについて考 え

なが ら児童会活動を運営 してい く雰囲気づ くりをする。

視点3匿 欲的に実践するための工夫ト柔軟性のある年間計画の作成

児童 の自主的で創造的な活動を進 めてい くには,そ れ を可能 にす るよ うな指導計画が必要で

ある。年間の見通 しを立てた上で児童の発想や創意工夫が生か され るよ うな計画 にする。

〈代表委員会 の年間活動計画〉 〈運動委員会の年間活動計画〉

4月 1年 生をむかえる会 ・1年 間計画

5月 委員会紹介・落成記念集会計画

6月 落成記念集会 ・児童会テーマを考 える

7月 児 童会 テーマ決 定 ・学級 、委 員会 か ら

9月 テーマに沿った活動 内容決定

10月 前期反省 ・委員会紹介

11月 学芸会を盛肚 げよう・学級、委員会から

12月 (*ロ ング集会)

1月 (*テ ーマに沿 った活 動)

2月 6年 生 を送 る会 計 画 ・ユニセフ計 画

3月 6牲 を送る会・ユニセフ募金・後期反省

4月 1年 間の活動計画 を立て る

5月 倉庫の整理の仕方の掲示作 り

6月 プールの準備

7月 ゆず りは音頭 ・準備運動の練習

9月 飛小ギネス大会の計画

10月 飛小ギネス大会の準備

11月 飛小ギネス大会の集計,結 果発表

12月

1月

2月

3月 1年 間の活動 の反省 と申し送 り
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実践事例 ☆活動名 『みんなの声 を生かそ う』

視点1闘 心を高める工夫…児童会コーナーの活用`

○一年生が学校生活 に慣れた二学期始めの9月 に、「みんなの声集め週間」を設け、全校のみんなに聞

いてほしいことを募集 し、『みんなのコーナー』に自由に貼るようにした。

① クラスだけでは決められないこと ②みんなでやってみたいこと ③ こまっていること

○一週間が経過した頃、それまでに掲示されていた 「みんなの声」のカー ドを参考 にしての様々な声が

集まった。

視点2匝 いや思いを生かす工雪 ・・委員会との連携 ・願いや思いに応える掲示板の工夫

○計画委員会でみんなの声を一つ一つ検討し、次の三つに分類した。

①代表委員会で議題として取 り上げる

・広島の原爆で亡くなった人のために、みんなで折 り鶴を作って送 りたい。

②各委員会で議題 として取 り上げるようにする。

・20分 休みにも図書室で本を読んだ り、貸し出しをしてほしい。→図書委員会

・ゲーム集会やジャンケンジェンカ、カラオケ大会 をしたい。→集会委員会

・上級生に ドッジボールをおしえて もらいたい。→運動委員会

・外で遊べない日に、カー ドを持ってきたい。→生活委員会

③ 自分たちだけでは決められそ うにないので先生にあずける。

・20分 休みに、晴れていても体育館で遊びたい。

・冬にも温かいものを入れた水筒を持ってきたい。

O「 みんなの声」として寄せ られたもの一つ一っについては、ありがとうカー ドを作成 し.書 いた

本人またはクラスに届けた。

視点3欲 に実践するための工 …柔軟性のある年間計画の作成

○年度 当初は学校生活の諸問題を議題として取 り上げる月を6月 と11月 の2回 とした。 しか し、

一年生は二学期の方が学校生活に対する思いや願いがよ り明確にな り
、主張することもできる

ようになってくる。そこで、2回 に限定せず、必要に応じて短時間でも代表委員会で話し合 う時間

を設定するように年間計画に柔軟性をもたせるようにした。

4実 践 を通 して

・児童会 コーナーの設置場所や活用法を工夫 した ことによ り
、全校児童の児童会活動に対す

る関心 が高 まる と同時 に、期待や参加意識 も高 まってきた。

・「みんなの声」を各委員会が議題 と して取 り上 げることによ り
、思 いや願 いをよ り日常的

に生かせ るよ うにな ってきた。

・自分の意見が生か される機会がある ことによって
、満足感 をもち、学校 の一員 としての意

識が高 まってきた。

・みんなの声 が集 ま り、 自分たちの活動が認め られた ことによって、次へ の活動意欲が高 ま

り,主 体 的な取 り組みが多 く見 られるよ うにな って きた。

・限 られた時間で活動 して いくため にも、見通 しをもって活動できるような支援 の工夫をし

てい く必要がある。

・低 学年 の声の集め方 については、担 任 と連絡 を取 り合い工夫する必要がある。
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Vl研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

1研 究 の ま とめ

r望 ま しい集 団活動 を通 して、 自分 た ちの学 級生活や 学校生活 を楽 しむ子 どもを育て る指導

法 の工夫』 を研 究主題 と して研究 を進 めてきた。 ア ンケー ト調査 や活動 の見取 りな どによ る

児童 の実態 の把握 か ら、『学級 生活や学校 生活 を楽 しむ』 とは 「自分 を発揮 す る楽 しさ」 「集

団の一 員 と しての楽 しさ」 「自分 たちで活 動す る楽 しさ」 を味 わ う こと と考 え、 各分科 会 ご

とに、具体 的な児童像 とそ こに迫 るため の手 だて を探 り、検証 してきた。 そ こか ら、明 らか

になって きた ことを以下 にま とめた 。

(1)1年 生 か ら、で きるだけ子 どもの主体性 を大切 に し、観点 を明確 に して指導 ・支援 する

こ とによ り、児童 は 自分 の思 いや願 いを実現 する ことの楽 しさを知 り、 自発 的 に活動 する

よ うにな る。

学級活動(1)の 時間 を、児童 が 自分 たちで考 え、試行錯誤 しなが ら活 動す る時 間に し

たい と考 え、話合 いや 集会な どで子 ど もの 自主性 をで きるだ け認めて い くよ うに した。学

級 の実態 に合 わせ た指 導の観点 を もち、事 前の指導 や終末の助言 の中で 、個 人や学級集 団

の成 長 を賞賛 して い くよ うに した 。児童 はほめ られ た り認め られ た りす る ことによって、

その子な りに 自信 を もち次の活動 への意欲 を見せ るよ うにな ってきて いる。 また、 自分た

ちで考 えて 、成 功 した りつ まず いた りしな が ら実践 する 中で、活動す る ことその ものを楽

しむ様子が見 られ 、よ りよい方 法 を見付 けよ うとす る姿勢が感 じられ るよ うにな ってきた。

(2)学 級会(話 合 い活動)や 代表委 員会の活動 を意 図的 ・計画的 に繰 り返 し行 って いくこ と

によ って、児童 に 自主的 、実践 的な態度 が育 って い く。

発達段階 に応 じて、児童の 中で 司会 を決 め、役割 分担 を し、学級会 で使 う用 具(黒 板 に

掲示 す るもの、名札等)を 工夫 してい けるよ うに促 した。 また、何 を、 いつまで に、 どの

よ うに行 うかを、意識 しなが ら活 動 して いけるよ うな適 切な助言や 時間 の設定 をす る こと

も大 切 に した。 児童 は、 自分たち の手で、ね らいと見通 しをもって活 動す る ことを何度 も

繰 り返す ことによ って 、 自主的、実 践的な態度 を身に付けて いく ことが明 らか にな ってき

た。

(3)学 級 活動や児 童会活動 への関心 を高め、意識 を常 にもてるよ うに工夫 して い くことや 、

個の意 見が生か され るよ うな機会 を設 ける こと によ って、所 属意識が 高 ま り、活動が活性

化 して い く。

集 団の 中にあって も、児 童が主体 的 に活動 でき るよ うに一人一人 の意識 を高めて い くこ

とが重 要だ と考 えた。学級活 動 コー ナーや児童会 活動 コーナーな どの掲 示物や朝 の会や帰

りの会 、放送な どを活用す る ことによって、伝 える活動 を 日常化 させ た。そ して、学級 の

中や 、学級 と児 童会(代 表委 員会 ・各 委員会)と の間 で、 自分の考 えを提案 し他 に認 め ら

れて い くよ うな機 会 を設 ける ことによって、児童 に集 団の一員 として の所属意識 が高 まっ

て い くことがわ かった。

2今 後の課題

(1)児 童の気持 ちや思 いの見取 りを深 め、一 人一 人 にあった助言がで きる ようにす る。

(2)児 童 の創意 工夫 を活 かす ことのできる時間や 場の設定 を工夫す る。
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